
サービスグラント（ホームページリニューアル）におけるプロボノの活用に関する申請書類 

 

 

〇団体の活動概要: 

  小学校の学校給食残渣類（児童の食べ残し含む）と剪定枝を混合して製造された堆肥（製造は行政、活用一切を

当ＮＰＯ）を活用して、地域内における資源循環の活動を推進している。 

 具体的には、 

(1)製造堆肥の定例頒布 

(2)堆肥を市内農家や施設への配布 

(3)実験農園（約９００m^2）を活用した農体験事業 

(4)小学校等における菜園支援と教室における農と食の環境教育 

(5)家庭での生ごみの堆肥化講習会と活用助成制度の実施 

(6)堆肥を活用して市内空間（公園等）での花いっぱい運動 

(7)堆肥化施設での見学案内 

(8)堆肥を活用した作物栽培物の直販活動や給食食材への納入支援（地産地消） 

(9)食と農に関する講座等の開設や農楽体験事業 

等、多様な活動を展開している。 

 

〇これまでの実績・成果: 

 (1)2006年度「ＪＴ青少年育成に関するＮＰＯ助成」を受けて「都市部における農体験事業と食に関するフォーラ

ム」実施し、50頁に及ぶ報告書を作成配布した。 

(2)2008年度「セブンイレブンみどりの基金」を活用し、実験農園での農と食」事業を実施し、50頁の報告書を作

成し、配布した。 

(3)2009年度「パナソニックＮＰＯサポートファンド」の採択を受けて組織の基盤整備の確立事業を実施し、ブロ

グの開設や寄付金の拡充に努力した。 

(4)2009年度の主たる活動実績は、堆肥の購入者が年間1800人を越えた。農体験事業は40回2400人を越えた。学

校等における菜園支援と環境教育の対象児童は2000人を越えた。地産消費活動も市内農家と連携し毎月１～２回実

施した。また、過去５回「とよっぴー祭り（堆肥の愛称）」を実施し、同年度は1000人の来場者があった。この他、

多様な活動実績を有するが、詳細は採択等の際の説明において書類を持って報告する。 

 

〇活動手法の独自性: 

 (1)行政との協働関係による活動を10年以上にわたって展開している。＜協働とパートナーシップの仕組みが整っ

ている事例である＞ 

(2)典型的な都市部で生ごみの堆肥化とその堆肥を資源循環させていることは稀である。 

(3)多様な市民や団体と連携して都市部での地産地消を展開している。 

(4)食と農に関する環境教育を児童を対象に実施している。 

(5)農や土に触れる機会の少ない都市市民に農園を通じてその機会を提供している。 

(6)市民組織が、家庭の生ごみを堆肥する市民を対象に助成金を設けている。 

等、都市で農と食の活動が推進されている。 

 



〇現状の課題: 

 (1)収益事業の拡充（寄付金の拡充） 

(2)活動スタッフの拡充（会員拡大や活動ボランティア） 

(3)広報宣伝スキルのアップ 

(4)会員の高齢化に対する新規会員の確保 

(5)ブログとＨＰの関係性の整理とＨＰの改良・改造 

 とくに、ＨＰについては当ＮＰＯが参加する別のＨＰを活用しており、直接入りこめない難点を有しており、ま

た、内容物の未整理からアクセス数が非常に少ない。そのため、ＨＰの改革が喫緊の重要課題となっている。 

 何よりも、ＨＰやブログによって目標を実現できる仕組みの構築を図りたいと考えている。 

  

〇今後の活動目標: 

  活動の持続継続性を基本にして、それを支える財政・人的基盤の整理を追求しており、そのためのスキルアップ

を前提にして、ＨＰの改良１年後に寄付金を年間50万円程度継続確保する。また、会員を10人増加させる。活動

スタッフとしてのボランティア登録者を20人確保する。 

ＨＰのアクセス数を1日三桁にのせたい。 

 現在、新規事業を模索中（農業就労雇用とスキルアップ講座）であり、この事業に際して情報公開を行うことを

通じて都市における農業の再生や若者の農業従事への意欲喚起に貢献できるよう、ＨＰを活用することを考慮して

いる。 

 

〇サービスグラントの種類: 

 ウェブサイト 

 

〇期待する成果: 

  ＨＰを見やすくする（シンプルな中にも興味と関心をもち余韻を残して次にもアクセスしてみたい思いを抱かせ

る）こと通じて支援者や理解者（資源循環の必要性）を増やしたい。とりわけ、資源循環の重要性の意義を広める

ことを通じて資源循環社会構築の実現と地域社会におけるＮＰＯの役割を果たしたい。 

 なお、現在、ブログとＨＰの住み分けが整理されていない。したがって、ブログの役割とＨＰの役割を有機的に

結びつけながらも相乗効果を発揮するとともに、ＨＰへのアクセス数の拡充が期待できる。 

 状況によっては２つのＨＰ（既存と新規）とブログによる媒体物を駆使して活動伝達や宣伝を広めていけるもの

と考えている。 

 


